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二
〇
一
一
年
三
月
に
発
生
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
は
、
日
本
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
れ
ま
で
日

本
は
平
和
目
的
の
原
子
力
利
用
を
推
進
し
、
発
電
用
原
子
炉
の
保
有

数
で
は
米
仏
に
次
ぐ
世
界
第
三
の
国
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
深
刻
な

原
子
力
災
害
に
直
面
し
、
原
発
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
が
問
い
直

さ
れ
て
い
る
。
日
本
が
原
子
力
平
和
利
用
に
よ
る
被
災
国
に
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
原
子
力
平
和
利
用
に
取
り
組

ん
で
き
た
日
本
の
歩
み
を
反
省
し
、
そ
の
歴
史
の
中
に
事
故
の
背
景

や
原
因
を
求
め
よ
う
と
す
る
向
き
も
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を

共
有
し
つ
つ
、
日
本
の
原
子
力
と
の
関
わ
り
を
国
際
政
治
史
の
文
脈

の
中
で
捉
え
直
す
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
本
稿
は
、
原
子
力
平
和
利
用
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
と

日
米
関
係
に
着
目
す
る
。
扱
う
時
期
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら

一
九
六
〇
年
代
ま
で
と
し
、
米
国
の
政
策
や
外
交
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
る
。
当
時
、
米
国
は
原
子
力
平
和
利
用
を
め
ぐ
る
国
際
秩
序
の
形

成
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
国
で
あ
り
、
日
本
の
原
子
力
平
和

利
用
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
国
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の

よ
う
な
視
角
か
ら
、
原
子
力
平
和
利
用
を
め
ぐ
る
国
際
秩
序
の
形
成

過
程
や
日
米
関
係
の
展
開
を
追
い
、
米
国
が
日
本
の
原
子
力
平
和
利

用
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

原
子
力
の
国
際
協
力
を
う
た
っ
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
演
説

   
今
日
の
原
子
力
平
和
利
用
を
め
ぐ
る
国
際
秩
序
の
源
流
を
遡
る

と
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
原
子
力
国
際
管
理
構
想
の
挫
折
に
行
き

着
く
。
戦
後
、
原
爆
と
い
う
新
た
な
大
量
殺
り
く
兵
器
の
出
現
を
受

け
、国
連
を
舞
台
に
原
子
力
国
際
管
理
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、

福
島
大
学
准
教
授

黒
崎
輝

く
ろ
さ
き
　
あ
き
ら
　

東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
課
程
修
了
。

博
士
（
法
学
）。
立
教
大
学
法
学
部
助
手
な
ど
を

経
て
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
現
職
。
著
書
に
『
核
兵

器
と
日
米
関
係
』
が
あ
る
。

日
本
の「
原
子
力
平
和
利
用
」を
促
し
た

ア
メ
リ
カ
の
戦
略

「
唯
一
の
被
爆
国
」
で
あ
り
つ
つ
も
原
子
力
の
平
和
利
用
に
専
心
し
て
き
た
日
本
。

そ
の
手
を
引
い
た
米
国
。

国
際
政
治
の
視
点
か
ら
、
原
子
力
政
策
の
来
歴
を
振
り
返
る
。
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原
子
力
利
用
に
関
し
て
国
家
の
主
権
を
制
限
し
よ
う
と
い
う
野
心
的

な
試
み
で
あ
っ
た
。
米
国
は
唯
一
の
核
保
有
国
の
立
場
か
ら
同
交
渉

を
先
導
し
た
。
し
か
し
、
核
独
占
の
延
命
を
図
り
た
い
米
国
と
、
そ

の
打
破
を
め
ざ
す
ソ
連
の
対
立
に
よ
っ
て
、
交
渉
は
早
々
に
行
き
詰

ま
っ
た
。
結
局
、
国
家
主
権
の
原
理
に
基
づ
く
旧
来
の
国
際
関
係
の

枠
組
み
の
中
で
、
原
子
力
利
用
は
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
原
子
力
利
用
を
め
ぐ
る
国
家
間
競
争
の
時
代
が
到
来

し
た
。
軍
事
分
野
で
は
米
ソ
両
国
が
熾
烈
な
核
軍
備
競
争
に
突
入
し

た
。
一
九
四
六
年
に
米
議
会
で
制
定
さ
れ
た
原
子
力
法
に
基
づ
き
、

ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
軍
事
用
か
民
生
用
か
を
問
わ
ず
原
子
力
情
報
を

機
密
化
し
、
そ
の
国
外
へ
の
提
供
を
禁
止
し
た
。
し
か
し
、
四
九
年

に
ソ
連
が
原
爆
開
発
に
成
功
し
、
米
国
の
核
独
占
に
終
止
符
を
打
っ

た
。
五
二
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
が
こ
れ
に
続
い
た
。
そ
の
間
に
米
ソ
両

国
が
水
爆
開
発
に
着
手
し
た
こ
と
に
よ
り
、
核
軍
備
競
争
は
い
っ
そ

う
激
化
す
る
。
世
界
は
核
の
恐
怖
に
覆
わ
れ
た
。

　

そ
の
こ
ろ
非
軍
事
分
野
に
お
け
る
原
子
力
開
発
競
争
も
始
ま
っ

た
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
が
世
界
最
初
の
商
業
用
原
子
炉
を
完
成
さ
せ

る
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
は
、
米
国
内
で
原
子
力
商
業
利
用
解
禁

を
求
め
る
世
論
が
強
ま
る
一
因
と
な
っ
た
。
一
九
四
六
年
原
子
力
法

が
原
子
力
商
業
利
用
の
障
害
と
な
る
一
方
、
原
子
炉
市
場
を
イ
ギ
リ

ス
に
奪
わ
れ
か
ね
な
い
と
の
懸
念
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、米
国
の
原
子
力
政
策
の
転
換
が
図
ら
れ
、

原
子
力
平
和
利
用
を
め
ぐ
る
国
際
秩
序
の
形
成
過
程
は
新
た
な
段
階

に
入
っ
た
。
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統

領
が
一
九
五
三
年
一
二
月
に
国
連
総
会
で
行
っ
た
「
平
和
の
た
め
の

原
子
力
」
演
説
で
あ
る
。
そ
の
中
で
彼
は
、
主
要
関
係
国
に
軍
事
目

的
の
核
物
質
を
供
出
さ
せ
、
そ
の
平
和
利
用
を
国
際
原
子
力
機
関
の

管
理
の
下
で
進
め
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
一
種
の
核
軍
縮
提

案
で
あ
っ
た
が
、
原
子
力
国
際
協
力
に
対
す
る
米
国
の
姿
勢
の
変
化

を
印
象
づ
け
、
世
界
各
地
で
原
子
力
平
和
利
用
へ
の
関
心
が
高
ま
る

契
機
と
な
っ
た
。

格
好
の
対
象
と
し
て
の
日
本

　

し
か
し
、
実
際
に
米
国
が
重
視
し
た
の
は
、
二
国
間
ベ
ー
ス
の
原

子
力
協
力
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
の
原
子
力
法
改
正
に
よ
り
、
原

子
力
商
業
利
用
が
解
禁
さ
れ
、
米
国
か
ら
提
供
さ
れ
た
核
物
質
や
核

技
術
の
軍
事
転
用
を
防
止
す
る
保
障
措
置
の
実
施
を
条
件
と
し
て
、

他
国
に
対
す
る
平
和
目
的
の
原
子
力
協
力
が
可
能
に
な
っ
た
。
五
五

年
以
降
、
米
国
は
数
年
間
に
三
〇
数
ヵ
国
と
の
間
に
協
力
協
定
を
結

び
、
そ
れ
ら
の
国
々
と
の
原
子
力
協
力
を
積
極
に
推
し
進
め
た
。
一

方
、
米
国
の
主
導
で
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
が
五
七
年
に

発
足
す
る
が
、
し
ば
ら
く
の
間
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
機
能
は
主
と
し
て
原
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子
力
に
関
す
る
情
報
交
換
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

日
米
関
係
に
目
を
転
じ
る
と
、
米
国
側
で
は
、
い
ま
や
同
盟
国
に

な
っ
た
日
本
が
「
平
和
の
た
め
の
原
子
力
」
計
画
の
格
好
の
対
象
と

み
な
さ
れ
て
い
た
。
一
九
五
四
年
三
月
の
第
五
福
竜
丸
事
件
が
引
き

金
に
な
っ
て
、
日
本
国
内
で
対
米
感
情
が
悪
化
し
、
反
核
感
情
が
高

ま
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
憂
慮
す
べ
き
事
態
を
打
開

す
る
た
め
、「
平
和
の
た
め
の
原
子
力
」
計
画
を
利
用
し
よ
う
と
い

う
思
惑
が
米
国
側
に
は
あ
っ
た
。「
平
和
の
た
め
の
原
子
力
」
は
心

理
戦
略
計
画
と
し
て
の
性
格
も
帯
び
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
い
よ
い
よ
日
本
も
原
子
力
平
和
利
用
に

乗
り
出
す
。
少
し
時
代
を
遡
る
が
、
戦
時
中
、
日
本
は
秘
密
裏
に
原

爆
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
争
終
結
後
、
連
合
国
軍
占
領

下
で
日
本
は
非
核
化
さ
れ
た
。
米
国
の
対
日
占
領
政
策
に
基
づ
い
て

原
子
力
研
究
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
措
置
が
日
本
の
主
権

回
復
に
伴
っ
て
解
除
さ
れ
た
後
も
、
当
初
日
本
の
科
学
界
は
原
子
力

研
究
に
慎
重
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
米
国
の
原
子
力
政
策
の
転
換

を
受
け
、
日
本
で
も
原
子
力
平
和
利
用
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
そ
の

た
め
の
体
制
づ
く
り
が
政
・
官
・
財
界
の
主
導
で
進
め
ら
れ
た
。

　

か
く
て
、
原
子
力
の
軍
事
利
用
か
ら
身
を
引
き
、
そ
の
平
和
利
用

に
専
心
す
る
「
非
核
」
日
本
の
姿
が
形
作
ら
れ
た
。
一
九
五
〇
年
代

後
半
、
日
本
政
府
は
後
年
「
非
核
三
原
則
」
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る

非
核
兵
器
政
策
を
表
明
し
た
。
そ
れ
は
日
本
社
会
に
広
く
浸
透
し
た

反
核
感
情
に
根
差
し
て
い
た
。
一
九
五
五
年
に
は
原
子
力
基
本
法
が

制
定
さ
れ
、
そ
の
第
二
条
で
原
子
力
の
利
用
は
平
和
目
的
に
限
定
さ

れ
た
。
米
国
の
「
平
和
の
た
め
の
原
子
力
」
計
画
は
日
本
人
の
反
核

感
情
を
緩
和
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
五
〇
年
代
中
葉
以
降
、
日
本

は
米
国
や
イ
ギ
リ
ス
等
か
ら
核
物
質
・
核
技
術
の
供
与
を
受
け
な
が

ら
、
原
子
力
平
和
利
用
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

核
不
拡
散
外
交
を
進
め
る
日
米

　

大
国
を
中
心
と
し
て
二
国
間
ベ
ー
ス
の
原
子
力
協
力
網
が
構
築
さ

れ
る
な
か
、
国
際
社
会
で
は
核
拡
散
問
題
が
新
た
な
懸
案
と
し
て
浮

上
し
た
。
原
子
力
平
和
利
用
を
通
じ
て
核
保
有
国
が
増
加
す
る
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
認
識
か
ら
、
核
拡
散
問
題
へ
の
国
際
的
な

取
り
組
み
を
求
め
る
動
き
も
現
れ
た
。
米
国
も
国
際
関
係
を
不
安
定

化
し
か
ね
な
い
核
拡
散
に
反
対
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
核
実
験
禁

止
の
実
現
を
め
ざ
し
た
裏
に
は
、
核
拡
散
抑
制
効
果
へ
の
期
待
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
、
六
四
年
に
は
中
国

が
核
保
有
国
ク
ラ
ブ
入
り
し
、
さ
ら
な
る
核
保
有
国
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
た
。

　

核
拡
散
の
防
止
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
一
九
六
〇
年
代
後
半
、

米
ソ
両
国
は
核
不
拡
散
に
共
通
利
益
を
見
出
し
、
核
不
拡
散
条
約
交
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渉
を
主
導
し
た
。
そ
こ
で
は
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
核
不
拡
散
と
原

子
力
平
和
利
用
の
推
進
を
ど
う
両
立
さ
せ
る
か
が
、
主
要
争
点
の
ひ

と
つ
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
六
八
年
に
成
立
し
た
核
不
拡
散

条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
は
、
原
則
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
を
唯
一
の
保
障
措
置
実
施
機

関
と
し
て
、
核
物
質
・
核
技
術
の
軍
事
転
用
を
防
止
す
る
国
際
査
察

体
制
を
強
化
す
る
一
方
、
非
核
保
有
国
に
も
原
子
力
平
和
利
用
の
権

利
を
認
め
、
そ
の
た
め
の
国
際
協
力
の
促
進
を
謳
っ
た
。
核
不
拡
散

条
約
交
渉
を
通
じ
て
原
子
力
平
和
利
用
を
め
ぐ
る
国
際
秩
序
の
形
成

が
さ
ら
に
進
ん
だ
。

　

一
九
六
〇
年
代
後
半
、
米
国
は
日
本
を
潜
在
的
核
保
有
国
と
み
な

し
、
対
日
核
不
拡
散
外
交
を
展
開
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
米
国
の

対
日
原
子
力
協
力
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
八
年

に
は
日
米
原
子
力
協
定
が
改
定
さ
れ
、
日
本
は
引
き
続
き
米
国
か
ら

核
物
質
・
核
技
術
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一

方
で
日
本
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
交
渉
以
前
か
ら
二
国
間
協
定
に
基
づ
く
保
障

措
置
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
へ
の
移
管
を
進
め
る
な
ど
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
機
能
強

化
に
協
力
的
で
あ
っ
た
。
六
八
年
一
月
、
佐
藤
栄
作
首
相
は
非
核
三
原

則
、
米
国
の
核
抑
止
力
へ
の
依
存
、
核
軍
縮
、
原
子
力
平
和
利
用
か
ら

な
る
核
四
政
策
を
表
明
し
た
。
七
〇
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
が
発
効
す
る
間
際
、

日
本
は
同
条
約
に
署
名
す
る
（
批
准
は
一
九
七
六
年
）。

　

こ
う
し
て
米
国
は
日
本
の
原
子
力
平
和
利
用
に
深
く
関
わ
っ
て
き

た
。
国
際
社
会
で
は
一
九
六
〇
年
代
末
ま
で
に
原
子
力
平
和
利
用
を

め
ぐ
る
一
定
の
秩
序
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
国
家
主
権
の
原
理
に

基
づ
く
分
権
的
秩
序
で
あ
り
、
核
不
拡
散
と
原
子
力
平
和
利
用
の
推

進
は
両
立
可
能
で
あ
る
と
の
規
範
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は

現
在
で
も
原
子
力
平
和
利
用
を
め
ぐ
る
国
際
秩
序
を
成
り
立
た
せ
る

基
本
的
な
原
理
や
規
範
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
秩
序
の
形
成

を
核
大
国
・
米
国
は
主
導
し
、
日
本
が
非
核
保
有
国
の
立
場
で
原
子

力
平
和
利
用
に
取
り
組
む
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
米
国
は
日
本
と
原
子
力
の
関
わ
り
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
日
本
の
原
子
力
平
和
利
用
を
促
進
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
結

果
的
に
日
本
は
、
一
九
五
〇
年
代
中
葉
以
降
、
米
国
か
ら
核
物
質
・

核
技
術
の
提
供
を
受
け
な
が
ら
原
子
力
平
和
利
用
に
取
り
組
み
、
対

米
依
存
を
深
め
て
い
く
。
そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
の
二
度
に
わ
た
る

石
油
危
機
を
契
機
に
、
日
本
は
原
子
力
発
電
の
導
入
を
積
極
的
に
進

め
る
。
そ
の
選
択
を
可
能
に
し
た
の
は
米
国
の
対
日
原
子
力
協
力
で

あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
現
実
と
は
異
な
る
道
を
日
本
が
歩
む
可
能
性

も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
私
た
ち
が
多
様
な
選
択
の
可
能
性
を
前
提

と
し
て
原
発
と
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
開
か
れ
た
議
論
を
行
う
た

め
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
選
択
や
失
わ
れ
た
機
会
を
よ
り
多
角

的
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
■


